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―
―
研
究
会
10
年
を
振
り

返
っ
て
の
感
想
を
。

　
岡
田
　
法
制
度
の
改
正
・

整
備
が
進
み
、
特
に
生
協
法

改
正
の
議
論
も
始
ま
っ
た
こ

と
で
（
注
１
）
、
生
協
共
済

の
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る

時
期
に
来
て
い
た
。
そ
れ
が

研
究
会
ス
タ
ー
ト
の
大
き
な

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当
時
、

日
本
共
済
協
会
の
「
共
済
理

論
研
究
会
」
で
生
協
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
機
会
も
あ
っ
た

が
生
協
共
済
に
特
化
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

Ｃ
Ｏ
･
Ｏ
Ｐ
共
済
や
都
道
府

県
民
共
済
の
成
長
が
右
肩
上

が
り
で
、
「
生
協
に
焦
点
を

当
て
た
研
究
が
必
要
だ
」
と

の
声
が
関
係
者
の
間
で
高
ま

っ
て
お
り
、
コ
ー
プ
共
済
連

（
当
時
は
日
本
生
協
連
の
共

済
部
門
）
の
小
塚
氏
、
全
労

済
の
稲
村
氏
ら
が
声
掛
け
を

し
て
ス
タ
ー
ト
に
至
っ
た
。

生
協
総
研
で
は
複
数
の
研
究

会
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

３
、
４
年
で
終
了
す
る
こ
と

が
多
い
。
一
方
で
、
当
研
究

会
が
10
年
と
い
う
長
き
に
わ

た
っ
て
継
続
で
き
た
の
は
、

全
労
済
、
コ
ー
プ
共
済
連
、

全
国
生
協
連
、
大
学
生
協
共

済
連
な
ど
の
ご
協
力
、
ご
支

援
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て

い
る
。

　
―
―
研
究
会
の
特
徴
は
。

　
岡
田
　
主
な
メ
ン
バ
ー
は

保
険
分
野
の
研
究
者
で
あ

り
、
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
当

初
は
、
生
協
共
済
を
知
る
こ

と
自
体
が
新
鮮
だ
っ
た
。
例

え
ば
、
大
学
生
協
共
済
の
年

次
レ
ポ
ー
ト
は
、
契
約
実
績

よ
り
も
共
済
金
の
支
払
い
状

況
の
説
明
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
い
う
点

だ
。
ま
た
、

コ
ー
プ
共
済

連
で
は
共
済

金
の
請
求
漏

れ
を
な
く
す

運
動
に
取
り

組
ん
で
お

り
、
保
険
会
社
の
「
請
求
に

基
づ
い
て
支
払
う
」
と
い
う

考
え
方
と
の
違
い
に
驚
い

た
。
研
究
会
の
初
年
度
に

は
、
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
や
全

労
済
の
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
生

協
の
現
場
を
訪
問
し
た
が
、

そ
こ
で
は
職
員
の
「
組
合
員

や
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と

い
う
熱
い
ハ
ー
ト
を
直
接
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

他
、
書
籍
も
２
冊
発
行

（
『
生
協
の
共
済
』
『
21
世

紀
の
生
協
の
共
済
に
求
め
ら

れ
る
も
の
』
）
し
、
生
協
総

研
の
冊
子
『
生
活
協
同
組
合

研
究
』
に
も
特
集
と
し
て
取

り
上
げ
て
も
ら
い
、
研
究
成

果
を
社
会
に
広
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

　
―
―
こ
れ
ま
で
の
ト
ピ
ッ

ク
は
。

　
岡
田
　
東
日
本
大
震
災
の

と
き
は
、
生
協
共
済
も
労
を

惜
し
ま
ず
被
災
者
へ
の
給
付

や
支
援
活
動
に
取
り
組
み
そ

の
価
値
の
確
認
も
で
き
た
。

災
害
に
直
面
し
た
と
き
の
生

協
共
済
の
取
り
組
み
を
、
研

究
会
の
テ
ー
マ
に
設
定
し
て

タ
イ
ム
リ
ー
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。
ま

た
、
11
年
11
月
に
は
「
東
日

本
大
震
災
と
生
協
共
済
の
果

た
し
た
役
割
と
今
後
の
課

題
」
と
題
し
た
公
開
研
究
会

も
開
催
し
た
。
他
方
、
こ
の

10
年
の
間
に
は
、
日
本
の
社

会
が
成
熟
し
少
子
高
齢
化
が

一
層
進
ん
で
き
た
。
現
在
で

は
、
そ
う
し
た
中
で
生
協
共

済
が
現
在
の
地
位
を
維
持

し
、
高
め
て
い
く
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
に
視
点
が
移

っ
て
き
て
い
る
。

　
―
―
最
近
の
課
題
や
テ
ー

マ
の
変
化
は
。

　
岡
田
　
こ
の
10
年
の
活
動

を
具
体
的
に
振
り
返
る
と
、

最
初
は
「
各
共
済
の
現
状
と

課
題
の
報
告
」
と
し
て
生
協

の
現
場
視
察
な
ど
を
行
い
、

そ
の
後
は
、
「
生
協
共
済
を

め
ぐ
る
法
制
度
、
保
険
と
の

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

「
生
協
共
済
に
関
す
る
商
品

政
策
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
情

報
開
示
な

ど
」
「
共
済

に
お
け
る
生

協
ら
し
さ
」

「
東
日
本
大

震
災
で
の
生

協
共
済
の
活

動
」
「
海
外

の
協
同
組
合

保
険
、
保
険

業
界
や
Ｊ
Ａ
共
済
に
つ
い

て
」
「
生
協
共
済
に
お
け
る

組
合
員
参
加
」
な
ど
多
様
な

テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。
そ
の
間

に
は
、
法
改
正
な
ど
も
相
次

い
だ
（
注
２
）
。
昨
年
は
２

回
目
の
海
外
視
察
も
実
施

し
、
今
年
は
「
外
部
か
ら
見

た
生
協
共
済
」
と
題
し
て
研

究
会
に
外
部
の
方
を
招
い
た

り
交
流
機
会
を
増
や
し
た
り

し
て
い
る
。

　
―
―
今
後
の
計
画
や
予
定

を
。

　
岡
田
　
少
し
前
に
「
生
協

職
員
の
意
識
調
査
」
を
実
施

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
独
自

性
の
高
い
調
査
や
研
究
を
進

め
た
い
。
共
済
事
業
も
成
熟

期
に
来
て
い
る
と
思
う
の

で
、
健
康
増
進
や
病
気
予
防

の
取
り
組
み
、
認
知
症
患
者

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
い
た

い
と
思
う
。
こ
の
研
究
会
の

最
大
の
特
長
は
現
場
で
の
調

査
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
だ

が
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
海
外
の
協
同
組
合
保
険

団
体
の
視
察
や
国
際
会
議
へ

の
参
加
な
ど
国
際
交
流
も
深

め
、
こ
の
分
野
に
関
心
を
持

つ
研
究
者
の
参
加
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
や
し
た
い
。
研

究
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
興

味
を
持
つ
方
々
に
も
参
加
し

て
ほ
し
い
。

　
―
―
今
後
を
考
え
る
上
で

の
課
題
な
ど
は
。

　
岡
田
　
底
流
に
は
「
共
済

と
保
険
の
違
い
」
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
研
究
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
、
①
生
協
ト

ッ
プ
層
の
共
済
研
究
へ
の
関

心
度
の
把
握
②
研
究
会
メ
ン

バ
ー
の
研
究
テ
ー
マ
の
深
化

度
合
い
や
研
究
メ
ン
バ
ー
拡

大
の
可
能
性
③
生
協
職
員
の

共
済
理
論
へ
の
意
識
向
上
や

学
習
会
・
研
修
会
の
企
画
④

研
究
活
動
の
さ
ら
な
る
発
信

―
な
ど
を
検
討
し
た
い
。
10

年
目
を
機
に
、
研
究
会
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

行
っ
た
の
で
、
出
て
き
た
感

想
や
意
見
を
今
後
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　
―
―
将
来
展
望
を
。

　
岡
田
　
地
域
生
協
の
活
動

の
メ
ー
ン
は
購
買
事
業
で
あ

り
、
安
心
で
安
全
な
食
品
を

届
け
る
こ
と
は
、
健
康
維
持

に
結
び
付
い
て
い
る
。
健
康

増
進
や
病
気
・
け
が
の
予
防

に
向
け
て
共
済
と
購
買
事
業

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き

た
い
。
例
え
ば
医
療
生
協
で

は
、
医
療
と
介
護
を
結
び
付

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

共
済
も
幅
広
い
分
野
と
連
携

し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
ま

た
、
コ
ー
プ
共
済
連
で
は
組

合
員
の
学
び
の
場
を
提
供
し

て
お
り
、
最
近
で
は
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成
な
ど
高

齢
者
の
生
活
設
計
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
生

協
ら
し
い
活
動
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
ほ
し
い
し
、
研
究
会

と
現
場
の
結
び
付
き
も
一
層

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　（
注
１
）
改
正
生
協
法
の

施
行
は
08
年
４
月
１
日
。
１

９
４
８
年
の
法
制
定
以
来
約

60
年
ぶ
り
の
大
改
正
で
、
共

済
事
業
に
関
し
て
、
契
約
者

保
護
の
観
点
か
ら
規
制
が
大

幅
に
強
化
さ
れ
た
。

　（
注
２
）
２
０
０
４
年
農

協
法
改
正
、
06
年
中
協
法
改

正
、
07
年
水
協
法
改
正
・
生

協
法
改
正
、
08
年
保
険
法
成

立
、
10
年
金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
施

行
、
11
年
東
日
本
大
震
災
、

14
年
保
険
業
法
改
正
（
意
向

把
握
義
務
等
募
集
規
制
）
と

大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。

岡
田
太
日
本
大
学
商
学
部
准
教
授
に
聞
く

「
共
済
と
保
険
の
違
い
」テ
ー
マ
に
研
究

　
生
協
総
合
研
究
所
（
生
協
総
研
）
の
生
協
共
済
研
究
会
が
２
０
０
６
年
４
月
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
10
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
「
生
協
共
済
の
特
徴
」
「
共
済
と
保
険
の
違

い
」
と
い
っ
た
研
究
に
加
え
、
生
協
の
店
舗
見
学
や
生
協
組
合
員
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加

な
ど
の
現
地
視
察
の
成
果
や
生
協
共
済
の
意
義
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
信
を
行
っ

て
お
り
、
関
連
団
体
で
の
施
策
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
と
同
時
に
研
究
者
・
組
合
員

に
気
付
き
も
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
と
今
後
の
展
望
を
研
究
会
幹
事

で
あ
る
岡
田
太
日
本
大
学
商
学
部
准
教
授
に
聞
い
た
。

最
大
の
特
長
は
現
場
調
査
の
重
視

生協総合研究所
生協共済研究会

研究成果などをまとめた書籍

岡田氏


